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・大学院生の参加形態：博士課程学生2名，研究実施および研究打ち合わせ参加

修士課程学生1名，研究打ち合わせ参加

研究概要：

「研究目的・趣旨」

アジアの変動帯では，巨大地震や極端気象によって大規模な深層崩壊が発生してきている．そして，申請者らの近年の

研究によってその発生場所がピンポイント予測可能であること，また，河川の侵食によって不安定化した斜面に多いらし

いことが明らかになってきた．本研究では，研究をさらに発展させ，日本をはじめとして活発な変動帯でかつテクトニッ

クな背景の異なる台湾，中国，およびネパールにおける深層崩壊と河川侵食の実態を明らかにし，それらの共通性を探る．

そして，その結果に基づいて，変動帯に一般的に適用可能な広域的深層崩壊危険度評価手法を提示することを目的とした．

「研究経過」

日本の西南日本外帯，台湾の中央山脈，中国の眠江上流，さらに，ネパールヒマラヤにおいて地質・地形調査および分

析を行った．地形の調査においては，PRISM画像の立体視観察，5mDEMによる地形解析，さらに，現地調査を行った．地

質調査においては，地質図が入手可能な場合には，それも参照して地質踏査を行った．

「研究成果」

調査を行ったいずれの変動帯においても，高標高部に古い地形面が分布し，それを新たに河川が侵食し，その河川沿い

の斜面が不安定となり，重力によって変形し，崩壊していることが明らかになった．また，河川の侵食とともに，斜面の

重力変形と崩壊の発生には河川斜面の地質構造が大きく関係していることが明らかになった．

本研究によって，研究の国際共同研究への発展をはかることができた．また，本研究の研究ネットワークを展開・維持

し，平成29年度からの科学研究費補助金の獲得につなげることができた．本研究は地盤災害研究グループによるものであ

ったが，土砂災害，地震災害，降雨災害，総合防災的な要素も大きく関与していることから，今後の横断的連携を期待で

きる．本研究には，博士課程の学生が2名，それぞれの学位論文研究の一環として参加しており，研究実施と国際的な研究

感覚の醸成に大きな意義があった．
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